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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１．０重量％以下の含水率の湿潤炭化水素バイオマスの存在下で、炭化水素バイオマス
が熱分解するまで重質油を加熱することにより重質油を熱的に分解し、それにより可燃物
を形成し、該可燃物を加熱した未切断の重質油から分離し、続いて凝縮して、可燃物を得
る方法であって、乾燥工程に供されてバイオマスの量に対して確実に１．０重量％以下の
含水率となっている炭化水素バイオマスが使用されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　可燃物が燃料である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　バイオマスの量に対して０．５重量％以下の含水率の炭化水素バイオマスが使用される
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　バイオマスが、重質油中に、総質量に対して最大で３０重量％の量で含有されることを
特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　バイオマスが、重質油中に、総質量に対して最大で２０重量％の量で含有されることを
特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　バイオマスが、重質油中に、総質量に対して５重量％未満の量で含有されることを特徴
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とする、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　重質油を２５０℃～４５０℃の温度に加熱することを特徴とする、請求項１～６のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　重質油を３２０℃～４００℃の温度に加熱することを特徴とする、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　重質油として、原油蒸留の残油を用いることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１０】
　重質油として、減圧軽油を用いることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　加熱した重質油中で乾燥することによって、含水率が予め調整された炭化水素バイオマ
スが使用されることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　乾燥が加熱した減圧軽油中で行われる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　乾燥の後に分離法によってバイオマスを過剰の重質油から分離し、重質油中に含有され
るバイオマスの量が総質量に対して１５重量％を超えるようにすることを特徴とする、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　重質油中に含有されるバイオマスの量が総質量に対して２５重量％を超えるようにする
ことを特徴とする、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　１．０重量％以下の含水率の湿潤炭化水素バイオマスの存在下で、炭化水素バイオマス
が熱分解するまで重質油を加熱することにより重質油を熱的に分解し、それにより可燃物
を形成し、得られた可燃物を加熱した未切断の重質油から分離し、続いて凝縮して、可燃
物を得る方法であって、
　炭化水素バイオマスの含水率が、バイオマスの量に対して１．０重量％以下に調整され
、
　乾燥の後に分離法によってバイオマスを過剰の重質油から分離し、そして
　バイオマスが、重質油中に、総質量に対して最大で３０重量％の量で含有される
ことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　可燃物が燃料である、請求項１５に記載の方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、湿潤炭化水素バイオマスの存在下で、このバイオマスが熱分解するまで重質
油を加熱することにより重質油を熱的に分解し、それにより可燃物及び燃料をそれぞれ形
成し、加熱した重質油から分離し、続いて凝縮して、可燃物又は燃料を得る方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　熱分解油を得るため、液相熱分解の間、キャリア油中で生物由来原料（biogenic feeds
tock）は温度約３００℃～３５０℃で変換されることが文献により知られている。このと
き、通常は熱媒油（thermal oil）等のような不活性とされているキャリア油が用いられ
、このようなキャリア油は耐熱性が非常に高く、バイオマスの熱分解反応に最小限しか関
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与しない。
【０００３】
　上記方法には、耐熱性キャリア油が高価であり、またこのキャリア油を液相熱分解に再
利用する前には非常に高コストな手法で熱分解残渣から精製しなければならないという不
都合がある。しかしながら、キャリア油を熱分解残渣から完全に損失なく精製及び分離す
ることは経済的に不可能である。従って、キャリア油と所要触媒の消費量が増加するため
、この方法によって可燃物と燃料をそれぞれ得るための製造コストは非経済的であること
が多い。
【０００４】
　特許文献１には、接触油と称されるキャリア油を用いたバイオマスのオイリング法が示
されている。このキャリア油は２００℃以上の初留点を有し、該文献に記載の例示実施態
様では従来の重質油をキャリア油として用いている。このオイリング法では、例えば木材
や藁のように、糖類を含有し含水率が３０重量％以下のバイオマスであれば、いかなるも
のも生物由来出発原料として使用できる。キャリア油に接触させる前にバイオマスを４０
℃から最大でも１５０℃の温度に加熱し、予熱状態で反応室に入れる。反応室内でバイオ
マスを予め用意した高温キャリア油に接触させ、２００℃～６００℃の反応温度で切断す
る。続く再生工程では、反応相を低沸点留分と高沸点留分とに分け、高沸点留分の少なく
とも一部をキャリア油として再利用する。
【０００５】
　このオイリング法は、反応室内で湿潤バイオマスを高温キャリア油に直接接触させる点
で不利である。このとき、バイオマスの含水率をなるべく穏やかに低下させるために、反
応室の外でバイオマスを予備乾燥したり予熱キャリア油に予備接触させたりすることはな
く、また反応室に入れる前にバイオマスの含水率を測定することもない。バイオマスに含
まれる水分によって、反応室内で望ましくない水蒸気の発生が増大し、そのため生成物の
収量が減少し、生成物の品質が低下する。
【０００６】
　更に、このオイリング法では反応相に触媒分子篩等の固定床触媒を添加する。そのため
、無触媒オイリング法と比較して操業コストが増加する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＵＳ２００７／０２６１９９６Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の目的は、湿潤炭化水素バイオマスの存在下で重質油を熱的に分解する
ことによって可燃物又は燃料を得る方法であって、上記先行技術の問題を回避でき、切断
生成物においてできる限り多くの短鎖炭化水素量を達成することができる方法を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的は、請求項１の前文に準じ、請求項１の特徴部分に記載の特徴を有する、可燃
物又は燃料をそれぞれ得る方法において達成された。従属項は本発明の更に有利な実施態
様に関する。
【００１０】
　本発明の方法は、湿潤炭化水素バイオマスの存在下で、この炭化水素バイオマスが熱分
解するまで重質油を加熱することにより該重質油を熱的に分解し、それにより可燃物また
は燃料をそれぞれ形成し、加熱した重質油から分離し、続いて凝縮して、可燃物又は燃料
をそれぞれ得る方法であって、使用する炭化水素バイオマスの含水率を該バイオマスに対
して１．０重量％以下とする方法である。
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【００１１】
　重質油としては、例えば鉱油（特に鉱油精製時の高沸点残油）や植物性又は動物性の脂
肪及び油を、単独で又は混合物の形態で使用してよい。重質油は２５０℃を超える温度で
沸騰し始めるのが好ましい。
【００１２】
　本発明の製造方法では、重質油として、パーム脂肪酸蒸留物（ＰＦＡＤ）のような植物
油精製の廃棄物や副生物を用いてもよい。
【００１３】
　炭化水素バイオマスとしては、セルロースを含む生物由来原料（木材、藁、パルプ、果
実種子等）及びセルロースを含まない生物由来原料（藻、骨、又は動物の餌の残渣、下水
汚泥等）の両方が使用できる。本発明では、植物油製造の搾油残渣（菜種ケーク等）も炭
化水素バイオマスとして使用できる。
【００１４】
　炭化水素バイオマスができる限り低い窒素負荷を有する場合が有利である。それによっ
て、燃料相へのＮ２の導入が防止される。
【００１５】
　炭化水素バイオマスの含水率を該バイオマス量に対して１．０重量％以下とするために
該バイオマスを乾燥することは、それ自体が公知の乾燥法によって達成される。このため
に、乾燥の前後にバイオマスの含水率を測定する。８０℃～２００℃（特に約１５０℃）
の温度がバイオマスを乾燥するのに有利である。
【００１６】
　本発明の方法の好ましい実施態様においては、用いる炭化水素バイオマスの含水率が該
バイオマスの量に対して０．５重量％以下である。
【００１７】
　本発明の方法では、バイオマスは、重質油に、総質量に対して最大で３０重量％の量で
適切に含有される。
【００１８】
　ある方法では、本発明の変形例において、バイオマスは、重質油に、総質量に対して最
大で２０重量％の量で含有される。
【００１９】
　ある方法では、本発明の方法の他の変形例においては、バイオマスは、重質油に、総質
量に対して５重量％未満の量で含有される。
【００２０】
　重質油中のバイオマスの量は、これらの総質量に対して０．００１重量％以上である。
【００２１】
　本発明の方法では、驚いたことに少量のバイオマスが重質油の分解を引き起こすことが
分かった。従って、通常は高コストな手法で処分する必要がある大量の安価な廃油又は残
油を、比較的少量のバイオマスを用いて可燃物又は燃料を得るために、それぞれ重質油と
して利用することができる。したがって、本発明の方法は、できる限り多量のバイオマス
を変換又は切断しようとする最新の公知オイリング法よりも、更に有利である。
【００２２】
　ある形態では、重質油を２５０℃～４５０℃の温度に加熱するのが有利である。
【００２３】
　本発明の方法では、重質油を３２０℃～４００℃の温度に加熱するのが特に有利である
。
【００２４】
　本発明の変形例は、ある方法において、重質油として原油蒸留の残油（特に減圧軽油）
を用いることを想定している。
【００２５】
　驚いたことに、原油蒸留の残油又は重質油を用いる場合（特に減圧軽油（ＶＧＯ）と共
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に用いる場合）、バイオマスが熱分解されるのみならず、重質油も少なくとも部分的に切
断され、これにより短鎖炭化水素が形成され、全プロセスのためのこのやり方で更なる価
値を創造できることが分かった。
【００２６】
　前記ＶＧＯは原油蒸留の間に底部の産物として蓄積する残油である。ＶＧＯは分解装置
（熱分解装置又は触媒分解装置）で短鎖炭化水素を得るための原料として通常使用されて
いる。方法によっては、この残油を分解するため、熱分解に最高で８００℃の温度及び５
バールの圧力が必要となる。これに対し、触媒分解には触媒温度は最高で５５０℃が使用
され、触媒の再活性化が必要となる。
【００２７】
　ここで開示する本発明の方法の有利性は、反応器温度約３５０℃及び常圧という、従来
の分解法に比べて穏やかな、ＶＧＯを切断するために必要とされる反応条件にある。本発
明の方法において、従来の熱分解の温度よりも実質的に低い温度でも、ＶＧＯが短鎖炭化
水素へと切断されることが示された。これはバイオマスを用いるとＶＧＯの分解温度が低
下することを示唆している。
【００２８】
　本発明の製造方法では、加熱した重質油（好ましくは減圧軽油）中で乾燥することによ
って含水率を調整した炭化水素バイオマスが、特に有利に使用される。
【００２９】
　加熱した重質油中で湿潤バイオマスを乾燥することにより、バイオマスの含水率が好都
合にゆっくりと低下し、またバイオマスは既に重質油に接触する。重質油が含浸したバイ
オマスの乾燥は約１５０℃、最大で２００℃までの温度で生じる。これによりバイオマス
から出た水分は、例えば凝縮器等において回収及び分離する。次に重質油が含浸したバイ
オマスを更に加熱し、沸騰している重質油に接触させ、バイオマス存在下で重質油を分解
する。
【００３０】
　本発明の方法の更なる実施態様においては、乾燥の後に分離法によってバイオマスを過
剰の重質油から分離する。このとき、重質油中のバイオマスの量を、これらの総質量に対
して１５重量％を超える量、好ましくは２５重量％を超える量とする。
【００３１】
　過剰重質油を分離するための分離法によって、乾燥後のバイオマスと共に過剰量の重質
油が後の工程に供されてしまうことを防ぐ。この後の工程は乾燥よりも高い温度で行われ
、供給された重質油により強く冷却される。過剰重質油をバイオマスから分離する分離法
としては、例えば機械的分離法、特に、沈降法、遠心法、ろ過法、または圧縮法が提供さ
れる。
【００３２】
　以下、例示実施態様を記載し図面を参照することによって、本発明の更なる特徴を明ら
かにする。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の方法の第１の好ましい実施態様を高度に単純化して示すプロセス図であ
る。
【図２】本発明の方法の第２の好ましい実施態様を高度に単純化して示すプロセス図であ
る。
【図３】実施例１においてバイオマスの含水率が精製重質油の切断量に与えた影響を示す
グラフである。
【図４】実施例２においてバイオマスの含水率が減圧軽油の切断量に与えた影響を示すグ
ラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
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　本発明の方法は、図１に高度に単純化して示すようなプラントで行うことができる。
【００３５】
　図１に示すように、プラントは基本的に乾燥器ＴＲ１、反応器Ｒ１、及び凝縮器Ｋを含
む。乾燥器ＴＲ１において、バイオマスＢＭ１を温度約１１０℃～２００℃で予備乾燥し
、攪拌により重質油ＳＯＥ１に接触させる。バイオマスＢＭ１及び重質油ＳＯＥ１を一緒
に乾燥器ＴＲ１に供給してもよい。これによりバイオマスから出た水分ＦＢＭは、例えば
独立した凝縮器（図１に図示せず）等に回収する。
【００３６】
　反応器Ｒ１は加熱混合容器からなり、該容器内で温度２５０℃～４５０℃で乾燥バイオ
マスＢＭ２を重質油ＳＯＥ１中に分散させ、次いで生成物へと変換する。反応器Ｒ１に重
質油ＳＯＥ１を直接供給してもよい。乾燥器ＴＲ１及び反応器Ｒ１は、例えば３５ミリバ
ールの小さな過圧を維持することで酸素の侵入を防ぐ不活性化（inertization）装置を備
えている。分解中に生じた炭状固体ＦＳ及び余剰重質油ＳＯＥ２を反応器Ｒ１から引き出
し、精製ユニット（図示せず）に供給する。残りの生成物は凝縮器Ｋに達する。ここで凝
縮可能成分は凝縮され、油性生成物相Ｐ１及びＰ２、並びに水性生成物相Ｐ３へと分離さ
れる。更に、気相ＧＰ１が凝縮器Ｋから分離される。
【００３７】
　本発明の方法の第１の好ましい実施態様は以下のように行う。
【００３８】
　反応器Ｒ１及び乾燥器ＴＲ１を重質油ＳＯＥ１（例えば減圧軽油（ＶＧＯ））で満たし
、加熱する。反応器Ｒ１は温度３２０℃～４００℃に加熱し、乾燥器は１５０℃に加熱す
る。バイオマスＢＭ１としては初期含水率が約１０重量％の予備乾燥した木材チップを用
いる。このバイオマスを貯蔵容器からＶＧＯで満たした乾燥器ＴＲ１に連続的に導入する
。乾燥器ＴＲ１では、攪拌器を用いてバイオマスをＶＧＯ中に分散させ、これによりバイ
オマスに物理的に固定されていた水が放出される。反応器Ｒ１に導入される水の量を減ら
すために、このように乾燥器ＴＲ１でバイオマスの含水率が１重量％以下となるように予
備乾燥する必要がある。このようにして反応器Ｒ１中の未切断重質油の量が減少する。そ
うでなければ、立ちのぼる水蒸気によって未切断重質油が油性生成物相中に引き込まれる
場合があり好ましくない。乾燥器ＴＲ１中でバイオマスを乾燥することによって、蓄積し
ていく再循環流の量も低減でき、後の再生工程に好都合である。
【００３９】
　乾燥後、バイオマスＢＭ２を反応器Ｒ１に移送し、ここで重質油（ＶＧＯ）を実際に切
断し、それに平行して液相熱分解が生じる。該反応器では、例えば常圧で３２０℃～４０
０℃の温度が使われている。
【００４０】
　バイオマスを供給すると、反応器Ｒ１で２つのプロセスが進行する。バイオマスの触媒
作用によって、使用している重質油ＶＧＯの一部が直接凝縮可能な生成物（アルケン）へ
と切断される。この生成物は本方法における実際の油性生成物相を表す。導入された乾燥
バイオマスＢＭ２は液相熱分解され、これにより熱分解ガス、熱分解炭、及び熱分解油に
変換される。反応器中で生じた生成物ガスを凝縮器Ｋに供給し、直接液化可能な成分を凝
縮する。蓄積した凝縮混合物を蓄積した熱分解油（水性）から液液分離で分離し、それか
ら未切断重質油を分離するために精留する。その後、回収した重質油を反応器に戻す。
【００４１】
　操業時間が進行するにつれて、熱分解によってたまる固体ＦＳが重質油ＳＯＥ２中に炭
として蓄積する。固液分離によってこの固体ＦＳを重質油ＳＯＥ２から分離する必要があ
る。この分離の後、固体ＦＳを抽出によって重質油から除去でき、また粘着重質油（重質
油含量約５０％）と共に直接熱的に利用することもできる。
【００４２】
　可燃物又は燃料をそれぞれ連続的に得るための、本発明の方法の第２の好ましい実施態
様を高度に単純化して図２に示す。機械式熱的前処理ユニットＭＴＶ（例えば１つ又は幾



(7) JP 5779501 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

つかのミル）でバイオマスＢＭ１を１２５ｍｍ３未満の粒子体積へと破砕する。前処理ユ
ニットＭＴＶでの機械的破砕の間に既にバイオマスの初期水分を水分ＦＢＭだけ減少させ
ることができ、また初期水分を後の熱乾燥器で処理することもできる。このために、バイ
オマスから水分ＦＢＭを例えば凝縮分離器へと分離する。
【００４３】
　その後、乾燥器ＴＲ１中で、破砕したバイオマスを予熱した重質油ＳＯＥ１に接触させ
、温度１１０℃～２００℃で乾燥する。バイオマスと重質油とを強く接触させるために、
乾燥器ＴＲ１は混合装置を有し、また任意に輸送装置も有する。乾燥器ＴＲ１中で強く接
触させてバイオマスを予熱し、含水率がバイオマス量の１．０重量％以下となるまで乾燥
する。濃縮されたバイオマスの水分ＦＢＭは、乾燥器ＴＲ１から引き出し、同様に凝縮分
離器に回収する。
【００４４】
　このように前処理したバイオマスＢＭ２を、続く処理工程ＳＥＰ１に供給する。処理工
程ＳＥＰ１ではバイオマスの機械的脱油を行い、過剰重質油ＳＯＥ１を再度分離して乾燥
器ＴＲ１へと戻す。このとき、重質油ＳＯＥ１中のバイオマスＢＭ２の量を、これらの総
質量に対して２５重量％を超えるように調整するのが好ましい。このようにして、できる
限り少量の温度２００℃以下の重質油ＳＯＥ１が次の反応器ユニットＲ１に到達し、該ユ
ニットを非常に強く冷却することができる。処理工程ＳＥＰ１では、バイオマスから過剰
重質油を分離するために、用いるバイオマスの要件及び組成それぞれに応じて、例えば篩
、スクリュー押出機、又はデカンターを使用できる。処理工程ＳＥＰ１中、分離物の温度
は１１０℃～２００℃に維持する。
【００４５】
　乾燥したバイオマスＢＭ２を反応器ユニットＲ１に導入する。反応器ユニットＲ１では
、２５０℃～４５０℃の温度、０．１～８０バールの圧力、好ましくは大気圧に対して１
００ミリバール未満の過剰圧力という反応条件を用いる。安全上の理由から、反応器ユニ
ットには不活性化装置を設置し不活性保護ガスで覆う。反応器ユニットＲ１は、水蒸気を
放出するため及び液体生成物相を引き出すための適当な排出口を有する反応器と、少なく
とも１つの攪拌器及び／又は分散器とを含む。更に加熱器を備える。
【００４６】
　上部の蒸気性生成物が反応器Ｒ１から凝縮器Ｋに移動する。気相を凝縮するため凝縮器
Ｋは多段構造を有していてよく、約４５０℃～３０℃の凝縮温度を想定して構成される。
凝縮器Ｋは例えば固定ヘッド式管状熱交換器又は噴霧型冷却器として設計されてよく、気
相ＧＰ１として放出される凝縮不可能なガスから液体生成物相を分離するために用いられ
る。
【００４７】
　分離ユニットＳＥＰ２では、例えば遠心分離器及び／又は重力分離器によって、液体生
成物相を密度に応じて異なる留分に分割する。留分を更に親水性相と疎水性相とに分割す
ることもできる。いくつかの生成物相Ｐ１、Ｐ２、及びＰ３が得られ、例えばＰ３は水を
多く含む相である。油を多く含む生成物相Ｐ１及びＰ２は、それぞれ各組成に応じて、少
なくとも初期生成物として、可燃物又は燃料としてのさらなる利用が可能である。
【００４８】
　分離ユニットＳＥＰ３では、分解反応により生じた底部の生成物を反応器Ｒ１から分離
する。８０℃～４５０℃の操業温度で、過剰高沸点重質油ＳＯＥ２から固体ＦＳ（例えば
炭、鉱物灰、および不完全に変換されたバイオマス）を分離して、当該方法から放出する
。分離した重質油ＳＯＥ２は反応器Ｒ１内に戻し、バイオマスの存在下で再度分解してよ
い。
【００４９】
実施例１
　ここで例示する実施例１で用いた条件を以下に列挙する。
【００５０】
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　高沸点油の経済的及び効率的な分解に対してバイオマスの水分が及ぼす影響を調べるた
めに、一連の実験を行った。いずれの場合も、１バールの圧力下での初留点が４００℃を
超え、分子長の最頻値がＣ３６Ｈ７４の高沸点精製鉱油を、重質油として使用した。含水
率が１．０重量％以下となるまでバイオマスを乾燥することによって、重質油の低沸点留
分への所望の切断効率を明らかに向上させることができた。
【００５１】
試験条件
反応器温度：３５０℃
反応器圧力：大気圧を１０ミリバール超える過圧
重質油：Ｐｈｉ－Ｏｉｌ　Ｋａｔｓｔａｒｔ　Ｇｏｌｄ　２５
バイオマス：反応器に投入する前に異なる残留水分に前処理した無樹皮トウヒ木材チップ
【００５２】
　全ての実験において、いずれの場合も、試験設備を約１６００ｇの重質油で満たし、温
度３５０℃に加熱し、この温度で２０分間維持した。バイオマスを添加しないと、重質油
の熱分解による分解生成物が形成されることはなかった。各実験では、３５０℃に維持し
た重質油に、計２７０ｇのバイオマスを約１０ｇずつ２．５時間かけて徐々に添加した。
このとき各実験で異なる含水率となるようにバイオマスを予備乾燥した。
【００５３】
　図３は試験結果をまとめたものであり、バイオマスの含水率が高沸点精製重質油の切断
に与える影響をグラフに示している。切断された重質油の量は、気相クロマトグラフで分
離し、質量分析計で評価して決定した。バイオマスの含水率を２重量％以上に調整して行
った実験と比較して、バイオマスを乾燥することにより含水率を１重量％以下まで低下さ
せると、分解生成物の収量は最大約３０％ほど増加した。
【００５４】
実施例２
　バイオマスを高温の重質油で前処理することによる影響を調べるために、長さが異なる
バイオマスの前処理を含む一連の実験を行った。１バールの圧力下での初留点が約３７５
℃の減圧軽油を、重質油として使用した。バイオマスの含水率をその１重量％以下に調整
することによって、重質油の低沸点留分への所望の切断の効率を明らかに向上させること
ができた。
【００５５】
試験条件
反応器温度：３５０℃
反応器圧力：大気圧を１０ミリバール超える過圧
重質油：減圧軽油（ＶＧＯ）
バイオマス：反応器に投入する前に異なる残留水分に前処理した無樹皮トウヒ木材チップ
【００５６】
　全ての実験において、試験設備を約１３００ｇの重質油で満たし、所要温度３５０℃に
加熱し、この温度で２０分間維持した。この時間中、バイオマスを添加しないと、重質油
の熱分解による生成物が形成されることはなかった。その後、各実験で、計２７０ｇのバ
イオマスを約１０ｇずつ２．５時間かけて徐々に添加した。この試験時間中、重質油を温
度３５０℃に維持した。添加したバイオマスは、各実験で異なる含水率が得られるように
温度約１５０℃の重質油ＶＧＯ中で予め前処理されていた。反応器に加える前に、バイオ
マスをろ過により機械的に固形分をその総質量の７５重量％超とし、その結果バイオマス
はろ過残渣として存在した。
【００５７】
　図４は結果をまとめたものであり、重質油ＶＧＯ中で前処理したバイオマスの含水率が
高沸点精製重質油ＶＧＯの切断に与える影響をグラフに示している。それによって切断さ
れた重質油の量は、上記と同様に、気相クロマトグラフで分離し、質量分析計で評価して
決定した。バイオマスの含水率を２重量％以上に調整して行った実験と比較して、バイオ
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マスを加熱した重質油中で乾燥することにより含水率を１重量％以下まで低下させると、
分解生成物の収量が増加した。
【００５８】
　実施例１及び２の実験はいずれも触媒を添加せずに行った。関連文献により公知の無機
触媒又はシリカ系触媒を添加して同様に行った試験でも同様の傾向を示した。即ち、添加
するバイオマスの含水率がより高い場合と比較して、バイオマスの含水率を１重量％以下
とすると、所望の切断生成物への変換が明らかに向上した。一般に、試験触媒を添加して
も切断生成物の変換はほとんど増大せず、基本的には触媒を添加しない比較実験と同じで
あった。
【００５９】
　従って、本発明の方法において、可燃物又は燃料をそれぞれ得るために無機触媒又はシ
リカ系触媒の使用を省けることが有利である。

【図１】 【図２】
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【図４】
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